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　  令和５年度決算概要

　令和６年６月20日（木）の定時評議員会において、令和５年度決算等が承認されました。

　決算全体について〈表１〉より一般正味財産の経常増減の当年度収益は23億6653万円、費用は23億

4402万円、損益差額は2251万円の増加となりました。経常外増減の収益は看護宿舎の売却益および潮

凪住宅の債務戻入益１億5736万円、費用は潮凪住宅退去補償金など410万円、損益差額は１億5326万

円の増加となりました。

　指定正味財産の補助金増減の収益は稲永福祉センター建替え４億5000万円、費用は減価償却振替分

5465万円、損益差額は３億9535万円の増加となりました。

　正味財産合計の損益差額は５億7112万円の増加となりました。

　事業所別決算（一般正味財産）について〈表２〉より、本部の収益が＋１億1074万円となった主な要因

は、資産除去債務戻入益+7631万円、福祉施設収入+2834万円によるものです。費用が+4852万円と

なった主な要因は、施設整備費+2877万円、福祉施設仕入費+912万円によるものです。

　臨港病院の収益が△1453万円となった主な要因は、診療収入△5297万円、受入助成金収入△4873

万円によるものです。費用が△１億9212万円となった主な要因は減価償却費△１億565万円、人件費

△3680万円、光熱水費△1663万円、医療薬品費△1564万円によるものです。

　また事業報告書、貸借対照表等は当協会ホームページの名港福概要に掲載しております。

XXXXXXXXXXXXXXXX
XXXXXXXXXXXXXXXX
XXXXXXXXXXXXXXXX本　部

令和５年度決算概要

＜表１＞決算全体 　　　　   
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

 （単位：千円）

区　分
収　益　の　部 費　用　の　部 損益差額

当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減

一般正味財産
経常増減 2,366,539 2,426,198 △59,659 2,344,026 2,489,249 △145,222 22,513 △63,051 85,564

経常外増減 157,363 0 157,363 4,100 1,987 2,113 153,263 △1,987 155,250

指定正味財産 補助金増減 450,000 2,684 447,316 54,650 57,941 △3,292 395,350 △55,257 450,608

正味財産合計 2,973,903 2,428,882 545,020 2,402,776 2,549,177 △146,401 571,126 △120,295 691,421

＜表２＞事業所別決算（一般正味財産）  （単位：千円）

区　分
収　益　の　部 費　用　の　部 損益差額

当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減 当年度 前年度 増減

本　　部 861,352 750,605 110,748 814,570 766,049 48,521 46,783 △15,444 62,227

臨港病院 1,619,016 1,633,549 △14,533 1,501,118 1,693,244 △192,126 117,897 △59,695 177,592

衣浦支部 20,116 20,437 △320 19,529 19,201 329 587 1,236 △649

蒲郡支部 3,940 2,393 1,547 2,083 948 1,135 1,857 1,445 412

豊橋支部 20,758 19,214 1,544 12,106 11,794 313 8,652 7,421 1,231

一般正味財産合計 2,525,183 2,426,198 98,984 2,349,406 2,491,235 △141,829 175,776 △65,037 240,813
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令
和
６
年
４
月
６
日
（
土
）
〜
21
日
（
日
）の
期
間
、
東
山
動
植
物
園

に
て
第
６
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
も
前
回
と
同
様
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
期
間
を
設
け
、

分
散
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
、

45
社
、
２
４
２
４
名
と
過
去
最
多
の
参
加
者
数
と

な
り
、
運
営
側
と
し
て
も
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
是
非
今
後
と
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
運
営
委
員

会
の
皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
６
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
（
日
）の
期
間
、
東
山
動
植
物
園

今
回
も
前
回
と
同
様
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
期
間
を
設
け
、
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○
衣
浦
支
部

q
q
q
q
q
q
q
q
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い
ち
ご
狩
り
大
会

　
昨
年
の
分
散
開
催
に
続
き
今
年
の
第
7
回
い
ち
ご

狩
り
大
会
も
半
田
市
内
の
市
野
園
芸
で
令
和
5
年
12

月
23
日
か
ら
令
和
6
年
4
月
10
日
ま
で
分
散
開
催
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
当
初
は
12
月
16
日
か
ら
の
開
始
予
定
で
し
た
が
、
昨
年
夏
の
猛
暑
の
影
響

で
い
ち
ご
の
生
育
が
芳
し
く
な
い
た
め
に
、
1
週
間
遅
れ
て
の
開
始
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
期
間
中
に
大
人
３
５
４
名
、
子
供
52
名
の
合
計
４
０
６
名
（
前

年
比
81
名
の
増
加
）
の
方
に
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
一
日
限
定
で
の
開
催
に
比
べ
、
参
加
者
の
皆
様
が
自
身

の
都
合
の
良
い
日
に
い
ち
ご
狩
り
に
出
か
け
ら
れ
る
の
は
、
2
回
目
の
分
散

開
催
を
振
り
返
っ
て
感
じ
た
良
い
点
で
し
た
。

q
q
q
q
q
q
q
q
q

  

テ
ニ
ス
大
会

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
5
月
11
日
（
土
）、
恒
例
行

事
の
テ
ニ
ス
ａ
ｎ
ｄ 

Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
を
半
田
市
内
の
福
利
厚
生
施
設
で
あ
る
衣

浦
マ
リ
ン
テ
ニ
ス
で
開
催
し
、
38
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　
10
時
か
ら
準
備
体
操
を
行
っ
た
後
、
屋
内
コ
ー
ト
2
面
を
初
心
者
と
経
験

者
に
分
け
て
11
時
半
ま
で
コ
ー
チ
陣
の
指
導
の
下
、
基
礎
レ
ッ
ス
ン
や
試
合

形
式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
い
い
汗
を
か
き
な
が
ら
テ
ニ
ス
の
楽
し

さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
初
め
て
屋
外
で
な
く
当
日
の
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
屋

内
コ
ー
ト
の
一
部
を
使
用
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
強
い
日
差
し
を
避
け
ら
れ

た
こ
と
と
参
加
者
の
皆
様
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
周
り
を
囲
ん
で
語
ら

い
の
場
が
で
き
、
良
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
初
の
試

み
と
し
て
ス
イ
ー
ツ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
呼
び
、
数
量
限
定
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
無
料
で
参
加
者
の
皆
様
へ
提
供
で
き
、
こ
の
会
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
後
の
お
楽
し
み
で
あ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
に
置
か
れ
た
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
ケ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ

ル
な
ど
の
豪
華
景
品
を
目
の
前
に
し
て
、
意
中
の
景
品
を
ゲ
ッ
ト
で
き
た
人

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
充
実
さ
せ
て
皆
様
の
よ
り
良
い
交
流
の
場

と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

支　

部
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○
蒲
郡
支
部

q
q
q
q
q
q
q
q
q

 
 

潮
干
狩
り
大
会

　
4
月
28
日
（
日
）
令
和
6
年
度
潮
干
狩
り
大
会
を
竹
島
海
岸
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
ア
サ
リ
の
育
成
が
不
良
で
開
催
日
が
少
な
く
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
と
重
な
り
、
参
加
者
が
少
な
い
か
と
危
惧
し
ま
し
た
が
１
９
２
名
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
前
予
報
で
は
天
気
が
悪
い
と
の
こ
と
で
心
配
で
し
た
が
、
当
日
は
朝
か
ら

暑
く
、
日
中
は
真
夏
日
に
な
り
熱
中
症
の
心
配
を
す
る
ほ
ど
の
中
、
無
事
潮

干
狩
り
が
で
き
ま
し
た
。

少
し
で
も
大
き
な
ア
サ
リ
が
出
て
き
た
と
き
の
嬉
し
そ
う
な
声
が
、
潮
干

狩
り
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

○
豊
橋
支
部

q
q
q
q
q
q
q
q
q

  

釣
り
大
会

　
6
月
30
日
（
日
）、
第
61
回
釣
大
会
を
赤
羽
根
大
山
沖
周
辺
に
て
実
施
、
釣

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
予
定
通
り
5
時
30
分
赤
羽
根
漁
港
に
31
名
が
集
合
し
、
第
3
丸
万

丸
に
15
名
、
第
8
丸
万
丸
に
16
名
そ
れ
ぞ
れ
乗
船
し
、
5
時
40
分
に
出
港
し

ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
雨
や
時
化
が
あ
り
、
船
酔
い
を
さ
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
で
た
く
さ
ん
の
方
が
イ
サ
キ
を
釣

り
上
げ
、
船
上
の
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
の
に
長
い
時
間
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
昨
年
よ
り
も
イ
サ
キ
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
割
合
も
多
か
っ
た
印

象
で
す
。
今
回
の
参
加
が
初
め
て
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
五

目
釣
り
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
予
定
通
り
正
午
過
ぎ
に
納
竿
、
赤
羽

根
漁
港
へ
全
員
無

事
帰
港
し
ま
し
た
。

　
例
年
思
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、

参
加
者
の
方
そ
れ

ぞ
れ
の
マ
ナ
ー
が

良
く
、
常
連
の
方

も
初
め
て
の
方
も

そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん

で
お
ら
れ
る
様
子

は
印
象
的
で
し
た
。

皆
様
が
ル
ー
ル
を

守
っ
て
乗
船
し
、

色
々
と
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
事

を
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

q
q
q
q
q
q
q
q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
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X
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X
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X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

臨
港
病
院

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

 

健
康
教
室

　
令
和
6
年
6
月
17
日
（
月
）
午
後
2
時
よ
り
、
当
院
歯
科
口
腔
外
科
、
小
松
澤
純
子
医
師
を
講

師
に
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
」
と
題
し
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

“
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
”
と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
フ
レ
イ
ル
と
は
直
訳
す
る

と
「
虚
弱
」
の
こ
と
で
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、
口
の
中
の
些
細
な
衰
え
が
目
に
見
え
て
く

る
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
歯
の
喪
失
、
嚙
む
力
や
滑
舌
の
低
下
、
食
べ
こ
ぼ

し
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
進
む
と
、い
わ
ゆ
る
「
口
腔
機
能
低
下
症
」
と
な
り
、

様
々
な
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
本
教
室
で
は
、
口
腔
機
能
低
下
症
の
症
例
を
挙
げ
、
そ
の
症
状
や

治
療
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
法
や
そ
の
予

防
法
を
画
像
や
写
真
を
交
え
、
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
肝
要
は
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
元

の
状
態
に
戻
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
、

日
頃
か
ら
口
腔
内
の
変
化
に
注
意
し
、
心
身
の
健
康
維
持
を

心
掛
け
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
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会
　
議

5
月
17
日
　
正
副
理
事
長
会
議

5
月
24
日
　
本
部
支
部
事
務
局
連
絡
会
議

5
月
28
日
　 

名
古
屋
港
福
利
厚
生
事
業
運
営
委
員
会

6
月
4
日
　 

名
古
屋
港
労
災
補
償
協
議
会
委
員
会
及
び
第
53
回
総
会

6
月
4
日
　
定
例
理
事
会

6
月
20
日
　
定
時
評
議
員
会

　		

監
　
査

5
月
7
日
〜
10
日

　
当
協
会
の
会
計
監
査
人
で
あ
る
太
陽
有
限
責
任
監
査
法
人
に
よ
る
期
末

決
算
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と

確
認
を
受
け
ま
し
た
。

5
月
24
日

　
当
協
会
監
事
で
あ
る
藤
本
・
加
藤
両
監

事
に
よ
る
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
の

結
果
、
事
業
報
告
・
計
算
書
類
等
が
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

5
月
24
日

　
名
古
屋
港
労
災
補
償
協
議
会
監
事
で
あ
る
藤

本
・
森
田
両
監
事
に
よ
る
監
査
を
受
け
ま
し
た
。

監
査
の
結
果
、
財
務
諸
表
等
が
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

6
月
19
日

　
名
古
屋
港
筏
師
一
本
乗
り
保
存
会
監
事
で
あ

る
蛭
田
監
事
に
よ
る
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監

査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　		

検
　
査

5
月
29
日

　
金
城
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
名
古
屋
港
消
防
署
の

立
入
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、
良

好
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ル
ポ
名
港
福
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
お
読

み
い
た
だ
け
ま
す
。
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W
W
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「
表
紙
写
真
」W

W
W

　
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
古
庄
太
一
様
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
の 

一
幕
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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名
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会
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